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  【6】サンプリング（波形出力）スタート　《波形データバッファが３２Ｋ語以内のとき》

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ（ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ, ＷＯＲＤ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

　　① ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　  １ブロック当りのデータ数。（サイクルモードでは１周期分：ＦＩＦＯメモリ容量以内）

　　② ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　  出力ブロック数。（ｎｕｍ＿ｄａｔａ）×（ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ）＝総出力データ数。

　　③ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　  更新モード。／０：サイクル（停止操作まで無限）、　１：　サイクル（①×②を出力）

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：非サイクル（①×②を出力）

　　④ ＊ｂｕｆｐｔｒ　　　　波形データバッファのポインタ。

　　　　戻り値　　　　　　   正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　 サンプリングをスタート（外部トリガ指定のときはトリガ待ち）させます。

　　　　　　　　　　　 　　　引数①②③は複数チャンネル（複数ボード）使用時も全チャンネル共通です。

　　　　　　　　　　　　　　 データバッファ（パソコン側）は全チャンネル分で、図５－３の構成です。　なお、

　　　　　　　　　　　　　  【３】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅでｂｕｆ＿ａｒｅａを拡張（ＥＭＳ，ＸＭＳ）

　　　　　　　　　　　　　　 メモリに指定したときは④が無視されます。（①②により本ハンドラが自動設定）

 【6】‘ サンプリング（波形出力）スタート　《波形データバッファが３２Ｋ語を超えるとき》

　 ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ＿ｈ（ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ, ＷＯＲＤ ＿ｈｕｇｅ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

　　① ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　 １ブロック当りのデータ数。（サイクルモードでは１周期分：ＦＩＦＯメモリ容量以内）

　　② ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　 出力ブロック数。（ｎｕｍ＿ｄａｔａ）×（ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ）＝総出力データ数。

　　③ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　 更新モード。／０：サイクル（停止操作まで無限）、　１：　サイクル（①×②を出力）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：非サイクル（①×②を出力）

　　④ ＊ｂｕｆｐｔｒ　　　 波形データバッファのポインタ。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　サンプリングをスタート（外部トリガ指定のときはトリガ待ち）させます。

　　　　　　　　　　　　　　引数①②③は複数チャンネル（複数ボード）使用時も全チャンネル共通です。

　　　　　　　　　　　　　　データバッファ（パソコン側）は全チャンネル分で、図５－３の構成です。　なお、

　　　　　　　　　　　　　 【３】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅでｂｕｆ＿ａｒｅａを拡張（ＥＭＳ，ＸＭＳ）

　　　　　　　　　　　　　　メモリに指定したときは④が無視されます。（①②により本ハンドラが自動設定）

　《注１》　サンプリング（波形出力）スタート関数【6】と【6】‘ は総出力データ量の大きさに
　　　　　より使い分けてください。　機能は全く同一です。

　《注２》　サイクルモード時の１ブロック当りデータ数（①）は、ＦＩＦＯ容量（標準４Ｋ語）

　　　　　以内で、指定回数（②）または停止操作まで繰り返し出力します。　一方、非サイクル

　　　　　モード時は総出力データ（①×②）を１回だけ出力して動作終了となります。
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【7】ＤＡチャンネルＡ，Ｂ即時・同期更新出力

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｕｔ＿ａｂ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｖａ， ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｖｂ）

      ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　更新出力する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　　　ｕｐｄ＿ｖａ　　　　　チャンネルＡ出力データ。／整数０～４０９５（ｄｉｇｉｔ）

　　　ｕｐｄ＿ｖｂ　　　　　チャンネルＢ　〃　〃　　／　　〃　　〃　　（　  〃　　）

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　チャンネルＡ，Ｂ同時に新データで更新されます。

　　　　　　　　　　　　　  本関数は【１】初期化の後、単独で実行可能です。

　　　　　　　　　　　　　  ◇　波形出力中に本関数が実行されると、その時点で波形出力が停止し、続いて本関数の

　　　　　　　　　　　　　　　結果が得られます。　乗算、または減算（加算）出力モードのときは、この過程で出力

　　　　　　　　　　　　　  　に（瞬間的な）乱れが生じることがありますから御注意ください。

【8】ＤＡチャンネルＢのみ即時更新出力　《チャンネルＡが波形出力中の時だけ有効》

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｕｔ＿ｂ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ， ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｖｂ）

      ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　更新出力する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　　　ｕｐｄ＿ｖｂ　　　　　チャンネルＢ出力データ。／整数０～４０９５（ｄｉｇｉｔ）

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　チャンネルＡが波形出力中のとき、チャンネルＢが新データで更新されます。

　　　　　　　　　　　　　◇　本関数はチャンネルＡの波形出力が行われていない時は無効です。当チャンネルＢが

　　　　　　　　　　　　　　チャンネルＡの振幅制御（乗算モード）に使用されている場合、またはチャンネルＡの

　　　　　　　　　　　　　　波形出力中に当チャンネルＢを更新したい場合の用途です。

　　　　　　　　　　　　　◇　本関数実行によるチャンネルＢの更新タイミングは、直後の（波形出力用）クロック、

　　　　　　　　　　　　　　すなわちチャンネルＡ更新タイミングです。クロック周期が長い場合や外部クロックを

　　　　　　　　　　　　　　使用するときは注意が必要です。

【9】ボードステータスの取得

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｇｅｔ＿ｓｔａｔｕｓ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ＊ｃｎｔ０＿ｄａｔａ,

　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ＊ｃｎｔ１＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ｅｏｓ, ｉｎｔ ＊ｉｎｔｒ＿ｒｅｑ,

　　　　　　　　　　　　　　　  ｉｎｔ ＊ｕｐｄ＿ｅｒｒ, ｉｎｔ ｓｔａｔｕｓ［ ］）

     ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　 ステータス取得する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　① ｃｎｔ０＿ｄａｔａ　　（１ブロック中の）出力データ数カウンタの現在値。。／カウンタ＃０。

　② ｃｎｔ１＿ｂｌｏｃｋ　  出力ブロック数カウンタの現在値。／カウンタ＃１。

　③ ｅｏｓ　　　　　　　　  ＤＡ出力終了。　　　／１：終了、　０：出力中または開始前。

　④ ｉｎｔｒ＿ｒｅｑ　　　　割り込み要求発生。　／１：発生、　０：未発生／（３－１０項）

　⑤ ｕｐｄ＿ｅｒｒ　　　　　更新出力エラー。　　／１：発生、　０：未発生／（３－１８項）

　　 ｓｔａｔｕｓ［０］　　　ボードステータス１。／１バイト生データ（３－１８項）

　　 ｓｔａｔｕｓ［１］　　  ボードステータス２。／未使用

　　　　戻り値　　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　 ①②③は動作進行状況、または終了の検出に使用します。

　　　　　　　　　　　　　　 なお③④⑤は一旦セットされると【１】初期化、または【１８】フラグクリア関数で

　　　　　　　　　　　　　　 リセットするまで保持されます。
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【10】サンプリング（波形出力）動作の強制停止

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ（ ｖｏｉｄ ）

　　　　引　数　　　　　　な　し。

　　　　戻り値　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　全チャンネル（ボード）のサンプリング動作を強制的に停止します。

　　　　　　　　　　　　　◇　各チャンネルの出力は最後に更新された値を保持しています。　この後、スタート関数

　　　　　　　　　　　　　　により再スタート（続きを実行）することができます。

　　　　　　　　　　　　　◇　ＦＩＦＯメモリ内の残りデータはそのまま待機状態です。　この後、新たな波形出力を

　　　　　　　　　　　　　　行うときは再度【１】～【５】の手順を踏むか、同一条件で再設定の関数【１８】を実行

　　　　　　　　　　　　　　してからスタート【６】ｏｒ【６】‘ させます。

【11】本ハンドラの終了

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｃｌｏｓｅ＿ｄａｓｙｓ（ ｖｏｉｄ ）

　　　　引　数　　　　　　な　し。

　　　　戻り値　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　本ハンドラの終了。　確保したメモリ領域の開放等、開始前の状態に戻す。

　　　　　　　　　　　　【注】　ＤＡ出力の最終状態を維持するためにボードのリセットは行いません。　０ｖ出力に

　　　　　　　　　　　　　　　戻して終了したいときは【７】即時出力関数で０ｖ相当データを書き込んでから本関数

　　　　　　　　　　　　　　　を実行します。

　　 ★ 以上【１】～【１１】が主要関数です。　以下の【１２】～ は補助的な関数です。★
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【12】拡張メモリにＤＡデータを書き込む（ｈｕｇｅポインタを使用しない場合）

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ,

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＷＯＲＤ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

  ① ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　書き込み対象チャンネル（ボード番号：０～７）

  ② ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　　１ブロック当りのデータ数

  ③ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　　全ブロック数

　④ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　　ＤＡ出力更新モード／０：サイクル（停止操作まで無限）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １：サイクル（②×③を出力）、 １：非サイクル（②×③を出力）

　⑤ ｂｕｆｐｔｒ　　　　　バッファのポインタ

　　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　 標準メモリに入りきれない大容量のデータをＤＡ出力するときは、当関数を使用して

　　　　　　　　　　　　　 拡張メモリに書き込んで使用します。

　　　　　　　　　　　　　　 総データ数を標準メモリ上のバッファに入る程度の複数ブロックに等分し、１ブロック

　　　　　　　　　　　　　 ずつバッファに書き込んでから当関数を実行する（ブロック数だけ繰り返す）。

　　　　　　　　　　　　　 なお、別データを再書き込みするときは本ハンドラを一旦終了、再オープンして行う。

   【12】‘ 拡張メモリにＤＡデータを書き込む（ｈｕｇｅポインタを使用する場合）

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ,

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＷＯＲＤ huge ＊ｂｕｆｐｔｒ）

　① ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　書き込み対象チャンネル（ボード番号：０～７）

  ② ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　　１ブロック当りのデータ数

　③ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　　全ブロック数

　④ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　　ＤＡ出力更新モード／０：サイクル（停止操作まで無限）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １：サイクル（②×③を出力）、 １：非サイクル（②×③を出力）

　　 ⑤ ｂｕｆｐｔｒ　　　 バッファのポインタ

　　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　 標準メモリに入りきれない大容量のデータをＤＡ出力するときは、当関数を使用して

　　　　　　　　　　　　　 拡張メモリに書き込んで使用します。

　　　　　　　　　　　　　　 総データ数を標準メモリ上のバッファに入る程度の複数ブロックに等分し、１ブロック

　　　　　　　　　　　　　 ずつバッファに書き込んでから当関数を実行する（ブロック数だけ繰り返す）。

　　　　　　　　　　　　　　なお、別データを再書き込みするときは本ハンドラを一旦終了、再オープンして行う。

【13】ＤＡデータコードの指定

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｄａｔａｃｏｄｅ（ ｉｎｔ ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ａ, ｉｎｔ ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ｂ ）

　　ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ａ　　　チャンネルＡのＤＡデータ・コードの選択。／０：バイナリ、　１：２の補数

　　ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ＿ｂ　　　チャンネルＢのＤＡデータ・コードの選択。／０：バイナリ、　１：２の補数

　　　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　　　　本ボードＭＤＡ－７６１ＡＴに入力コード（ＤＡデータの型）を指定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　チャンネルＡ，Ｂごとに全ボード共通。
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 【14】クロック／ＳＹＮＣ・外部出力の切り替え

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｌ＿ｏｕｔｓｉｇ（ ｉｎｔ ｏｕｔ＿ｓｉｇ［ ］ ）

　ｏｕｔ＿ｓｉｇ［ ］　　　 クロック／ＳＹＮＣ・出力選択。／０：クロック、　１：ＳＹＮＣ

　　　　　　　　　　　　 ◇［ ］内はボード番号０～７、複数ボード使用時の［０］はマスタなので必ず０とする。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　　外部へのクロック信号出力（コネクタＣＮ２のＣＬＫ－ＯＵＴ）を必要ならＳＹＮＣ

　　　　　　　　　　　　　　信号（各１ブロック・データの開始タイミング）に切り替えることができる。　但し、

　　　　　　　　　　　　　　複数ボード使用時のマスタはクロックを出力しなくてはならないので、必ずクロック側

　　　　　　　　　　　　　　に設定すること。

 【15】 《 ＢＲＥＡＫキイ押下によるトリガ待ち停止 》の設定／解除

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｑｕｉｔ（ ｉｎｔ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ ）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　動作の指定。／０：解除、　１：設定

　　  戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　機能・動作　　　　　ＢＲＥＡＫ（＝ＣＴＲＬ＋ＰＡＵＳＥ）キイの押下により、トリガ待ちを停止させる。

　　　　　　　　　　　　　サンプリング（波形出力）中であればサンプリングを強制停止させる。　スタート関数

　　　　　　　　　　　　　の実行によって外部トリガ待ち状態になったにもかかわらず何かの理由でトリガが入力さ

　　　　　　　　　　　　　れない場合、人為的にトリガ待ちループから抜け出る手段となる。

 【16】 《 有効キイ押下による強制的・即トリガ動作 》の設定／解除

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｔｒｇ（ ｉｎｔ ａｃｔ＿ｋｅｙ ）

　ａｃｔ＿ｋｅｙ　　　　 有効な動作ｋｅｙ。／０：解除、　１：ＥＳＣ、　２：ＳＰＡＣＥ、　３：ＥＮＴＥＲ

　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　機能・動作　　　　 有効な動作キイの押下により、強制的に即トリガ動作（波形出力開始）させる。

　　　　　　　　　　　　 スタート関数の実行によって外部トリガ待ち状態になったにもかかわらず何かの理由で

　　　　　　　　　　　　 トリガが入力されない場合、人為的にトリガ待ちループから抜け出る手段となる。

   【17】 《 （トリガ待ち）タイムアウト 》の設定／解除

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｉｍｅｏｕｔ（ ＷＯＲＤ ｓｅｔ＿ｔｉｍｅ ）

　ｓｅｔ＿ｔｉｍｅ　　　　タイムアウトまでの時間（単位＝秒）。／１～６５５３５、　　０：解除、

　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　機能・動作　　　　　スタート関数の実行によって外部トリガ待ち状態になったにもかかわらず何かの理由で

　　　　　　　　　　　　　トリガが入力されない場合、当時間が経過するとトリガ待ちを停止する。
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【18】フラグクリア、およびサンプリング条件の再設定

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｃｌｅａｒ＿ｆｌａｇｓ（ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ ）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　　ＤＡ出力条件再設定の有無。／０：フラグクリアのみ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：フラグクリア後、ＤＡ出力条件を再設定する。

　　 戻り値　　　　　　　　 正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　機能・動作　　　　　　　各フラグをクリアし（３－１８項）、サンプリング条件を前回と同一に再設定する。

　　　　　　　　　　　　　　◇　ＤＡ出力条件の再設定：　具体的には【２】～【５】の関数を実行する。

　　　　　　　　　　　　　　◇　フラグクリアにはＦＩＦＯメモリのリセットが含まれており、停止時の残りデータを

　　　　　　　　　　　　　　　破棄して（停止時の出力値を起点に）新データ群を定義・出力することができる。

 【19】 割り込み発生時に実行するユーザ関数の設定

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｎｉｎｔ＿ｆｕｎｃ（ｉｎｔ ｉｎｔｒ＿ｓｏｕｒｃｅ,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｖｏｉｄ ｉｎｔｅｒｒｕｐｔ ＿ｆａｒ ＊ｆｕｎｃ）

　　ｉｎｔｒ＿ｓｏｕｒｃｅ　　　割り込み要求の発生要因。／０：クロック（波形出力の各データ更新タイミング）

      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：外部割り込み入力（↓）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：外部割り込み入力（↑）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３：トリガ発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４：指定ブロック数の更新出力終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５：各ブロックの先頭データ更新出力時

　　　＊ｆｕｎｃ　　　　　　　　ユーザ作成関数のポインタ

　　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　０

　　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　機能・動作　　　　　　　　ユーザが任意に作成した割り込み処理関数の指定。

　　　　　　　　　　　　　　　◇　但し、当指定は【３】波形データ転送モードで、割り込みを不使用に設定した場合

　　　　　　　　　　　　　　　　のみ可能です。　なお、【１】初期化実行の直後は可能な状態です。

【20】 本ハンドラのバージョン取得

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｇｅｔ＿ｌｉｂｖｅｒ（ｉｎｔ ｖｅｒ ）

　　　　ｖｅｒ　　　　　　　　　　０：戻り値は（メジャー・バージョン番号）＋（マイナー・バージョン番号）

      　　　　　　　　　　　　　　１：戻り値は（メジャー・バージョン番号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　２：戻り値は（マイナー・バージョン番号）

　　　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　本ハンドラのバージョン番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－３参照）

　　　　機能・動作　　　　　　　　本ハンドラのバージョン情報を得る

　　　　　　　　　　　　　　　　◇　例えばバージョンが１.０１の場合、本関数をｖｅｒ＝０として実行すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 戻り値は０ｘ１０１となります。


